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１ 問題意識と研究目的 

 

 本研究は、これからの道徳教育にはどのようなこと

が求められていくかを明らかにし、そこから考えられ

る理想の道徳科の教材とはどのようなものかについて

検討していくことが目的である。 

2014 年 2 月に、文部科学大臣から、道徳教育の充実

を図る観点から、教育課程における道徳教育の位置付

けや道徳教育の目標、内容、指導方法、評価について

検討するよう、中央審議会（以下、中教審）に対して

諮問がなされ、中教審は、同年 3 月から道徳教育専門

部会を設置し 10 回に及ぶ審議を行い、教育課程部会、

総会での審議を経て、同年 10 月に「道徳に係る教育課

程の改善等について」答申を行った。この答申では、

①道徳の時間を「特別の教科 道徳」（仮称）として位

置づけること、②目標を明確で理解しやすいものに改

善すること、③道徳教育の目標と「特別の教科 道徳」

（仮称）の目標の関係を明確にすること、④道徳の内

容をより発達の段階を踏まえた体系的なものに改善す

ること、⑤多様で効果的な道徳教育の指導方法へと改

善すること、⑥「特別の教科 道徳」（仮称）に検定教

科書を導入すること、⑦一人一人のよさを伸ばし、成

長を促すための評価を充実すること、などを基本的な

考え方として、道徳教育について学習指導要領の改善

の方向性が示された。そして、小学校では 2018 年度

から、中学校では 2019 年度から、道徳の時間が、「特

別の教科 道徳」として教科化され、全面実施された。

道徳の教科化によって、教科書が導入され、評価が必

須事項となり、道徳科の授業を毎時間確実に行うこと

が求められるようになる。 

私は 2021 年度末で、小学校の教員として 11 年 7 ヶ

月間、勤務することになる。2020 年度・2021 年度に

は、道徳教育推進教師も任せられた。私が担任した学

級では、かつては道徳の時間の授業を他の教科や学活

の授業へと割り当てたことがあるが、他の教員にとっ

ても年間 35 時間しっかりと道徳の授業を行ってきた

学級は、むしろ稀であるのが実情であった。また教師

としての勤務は多忙で、毎日の教材研究をする時間の

余裕もほとんどない。そこで、今まで使われていた道

徳の副読本や現在使われている「特別の教科 道徳」

の教科書に焦点を当て研究をすることで、道徳の授業

をする上で大切なポイントや配慮事項を浮き彫りにし、

現場の先生方の負担が少しでも少なくなるように、ま

た自信をもって授業ができるようになってほしいと考

えた。 

以前の道徳の副読本や現在の教科書の教材は、子供

が道徳の授業を後から振り返ったときに、印象に残ら

ないものが多い。授業で、考え、議論しようとしても、

子供は、「こう答えればいいのかな」という思考に陥っ

たり、自分事として捉えられず、冗談を言ってしまっ

たりする姿が見られる。しかし、子供が興味・関心を

もてる題材であれば、もっと子供が前のめりになって

考え、議論しようとするのではないかと考えた。だと

すれば子供が興味をもてる題材とは何かを明らかにし

なければならない。そして、考え、議論する「特別の

教科 道徳」を実践する上で着目されている発問と板

書計画に焦点を当てて考察する。 

私は、将来道徳の教科書に掲載される教材を書きた

い。そう思うようになったきっかけは、以前自分で題

材を書いて授業をしたときに、子供たちが前のめりに

なって議論していた様子が忘れられないからだ。そし

て、教科書の研究を進めることで、より子供たちが真

剣に考え、議論し、それを扱う教師にとっても魅力的

な教材が書けるのではないかと考えた。道徳が教科化

され、そのあり方が重要だと考えているため、道徳の

副読本や教科書についての研究を行いたいと考えた。 
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３ 論文の概要 

 

 第 1 章では、そもそも教科書が使われるようにな

った背景から、道徳科の検定教科書が導入された背景

や審査基準までを、先行研究や教科書の編集趣旨書を

まとめることで示す。ここでは、第 2 章・第 3 章・

第 4 章でやりたいことに説得力をもたせるために、

先行研究をまとめることで、道徳科にどのようなこと

が求められてきたかを明らかにする。 

第 1 節では、そもそも教科書とは何か、つまり、

教科書がどういう経緯で学校教育に導入されるように

なったか、どういう基準で採用されてきたかについて

示す。また、どうすればよい教科書ができるかについ

ても、先行研究の内容をまとめる。 

その結果、第 1 章、第 1 節では、そもそも教科書

とは何か、つまり、教科書がどういう経緯で学校教育

に導入されるようになったか、どういう基準で採用さ

れてきたかについて示した。また、どうすればよい教

科書ができるかについても、先行研究の内容をまとめ

た。 

第 2 節では、道徳の検定教科書が導入された背景

や考え方について 2014 年 10 月 21 日の中教審答申

「道徳に係る教育課程の改善について」などの関連文

章をさかのぼって示す。また、「特別の教科 道徳」

の教科書に対する批判があるので、それらをまとめ

る。 

その結果、第 2 節では、道徳の検定教科書が導入

された背景や考え方について 2014 年 10 月 21 日の中

教審答申「道徳に係る教育課程の改善について」など

の関連文章をさかのぼって示した。また、「特別の教

科 道徳」の教科書に対する批判があるので、それら

をまとめた。 

 第 2 章では、「考え、議論する道徳」のための教科

書活用について検討していく。 

教科書を活用することは、授業を構想することと大

きく関わってくる。そこで、授業づくりのポイントを

まとめ、手立てとして、発問と板書計画についてのポ

イントを示す。発問について、『小学校教育用語辞

典』によれば、「授業者が、児童の深まりが拡がるよ

うに問いかける言葉が発問である」１とされている。

そこで、子供達に、上辺だけでなく深く考えさせるた

めにはどうしたらよいかということを突き詰めて検討

していきたい。また、板書について、『小学校教育用

語辞典』によれば、「板書計画」として、このように

書かれている。「板書計画を考える時には、次のよう

な板書の機能を意識するとよい。第一に、本時のめあ

てや指導内容を明示して、子供たちの理解を助ける。

第二に、子どもの意見や反応を聞き取って、子どもた

ちの認識を深めたり、思考活動を活発にしたりする。

第三に、学習活動を系統的に記録して、ノートに写さ

せることによって、学習内容の振り返りを可能にす

る」２。板書は、発問が変われば自然と変わっていく

ものだと考えられる。また、子供が思考の整理をする

のに役立ち、授業の足跡として、授業を振り返るのに

も役立つものである。発問と板書計画の実践は、筑波

大学付属小学校の加藤宣行教諭の実践を中心にまとめ

る。なぜ加藤宣行教諭の実践をまとめるかというと、

現役の教員として何冊も本を出版しており、現役の教

諭として道徳の教科書の監修にも携わっているからで

ある。私は、加藤宣行教諭の授業を受講するために筑

波大学付属小学校に行き、模擬授業を受けた。そこで

は、今までの答えが分かりきった授業ではなく、深い

ところで考えさせ、心に訴えかけるものがあった。そ

のため、より一層加藤宣行教諭の発問や板書について

研究してみたいと考えた。授業づくりにはいろいろな

視点があるが、その中でも発問が一番肝心だと考え

た。また、発問が変われば自然に板書も変わってく

る。 

その結果、第２章では、発問と板書についてのポイ

ントを浮き彫りにした。筑波大学付属小学校の加藤宣

行教諭が実践しているテーマ発問、その中でも比べる



という手法や、それに伴って板書も左から右へ構造的

に書くことで、視覚的に捉えやすくすることが求めら

れるようになるのではないかという方向性が伺えた。 

 第３章では、自分自身が魅力的な題材を開発してい

くために、どういう条件を備えた題材が求められてい

るかについて分析していく。まず、愛知教育大学の鈴

木健二教授によれば、新聞や絵本、ポスターなど、日

常生活にあるものが教材化できることを述べている。

また、教師の感動を大切にし、何でも素材になるとい

う意識をもち、質より量を意識するとよいと述べてい

る。札幌市立中学校の堀祐嗣教諭の先行研究では、敬

愛する著名人や 1 枚の写真から教材開発できること

を述べている。さらに、題材に出てくる人物につい

て、教師が遠く感じるならば、近く感じられる人物、

本気で尊敬できる人物を扱えばよいと述べている。 

その結果、第 3 章では、鈴木健二教授や堀裕嗣が

先行研究しているように、日頃の教師の問題意識で生

まれるような自作教材や授業が大切になってくるので

はないかという結論が得られた。教師の感動や教師の

敬愛する人物というのは、どの教師にも共通してある

ものである。それを大切にして、教材を作っていくこ

とが、これからは求められていくのではないか。ま

た、同様に、教科書に掲載される教材にも、このよう

な要素が求められていくのではないかと考えられる。 

 第４章では、自分が考える理想の教材の条件につい

て、自身の自作教材についての実践をまとめ、分析す

ることで理想の教材の条件を明らかにしていく。ここ

では、自作教材についての思いや内容を述べた上で、

3 つの自作教材についての実践報告と分析をしてい

く。 

その結果、第４章では、考えられる理想の教材の条

件について、自身の自作教材についての実践をまと

め、分析することで理想の教材の条件を明らかにし

た。まず、自作教材についての内容や思いを述べた上

で、3 つの自作教材についての実践報告と分析をし

た。 

 第５章では、新たな教材開発に向けて、「家族愛」、

「感謝」、「個性の伸長」の 3 つの内容項目を取り上

げ、どのような視点や条件が求められるかを検討する

ことにした。 

本研究では、これからの道徳教育について、どのよ

うなことが求められていくか、さらに、自作教材の開

発をテーマに行ってきた。 

得られた成果として、自作教材の開発を通して、自

作教材を作成するポイントは、教科書に掲載される教

材にも同様に求められる視点ではないかと考えた。具

体的には、授業の流し方を知ったうえで、①教師の感

動を大切にすることや、②教師の敬愛する人物を題材

にすること、③内容項目をしっかりと理解して作成す

ることである。そして、自作教材から教科書に掲載さ

れる教材へとしていくために、このように考えた。 

①教師の感動は、誰しもがもつ人間の根底にあるも

のと置き換えることができないか。具体的には、誰し

もがもつ人間の根底にあるものに訴えかけていくこと

が大切ではないかということである。例えば、人に手

を出すことはよくないということを、理論や法律など

で決まっているからとするのではなく、人に手を出さ

れたらいやな気持になるという、自分事とすることが

大切ではないかと考えた。 

②教師の敬愛する人物を題材にすることは、時代に

あった人物を題材にしたり、子供の問題意識を題材に

したりすることに置き換えられるのではないかと考え

た。なぜなら、教師や子供が身近に感じられるという

点が大切であると考えたからである。 

③内容項目の理解については、学習指導要領の内容

項目をしっかりと理解した上で作成することが大切で

あるということである。 

 その結果、「家族愛」、「感謝」、「個性の伸長」とい

う内容項目について、子供の視点であったり、大人の

視点であったりで教科書の題材が作られており、一方

で、内容項目によっては、同じように子供や大人の視

点であっても、違う視点で教材を作成することができ

るのではないかということが明らかになった。 

さらに、浅見哲也は、『こだわりの道徳授業レシ

ピ』で、このように述べている。これからの道徳であ

るが、「どのような未来を創っていくのか」、「どのよ

うに社会や人生をよりよいものにしていくか」という

目的を考え出すことが大切になってくるのではない

か。それは、いくらＡＩが発達しても、それを扱いコ

ントロールするのは、人間だからである。ＡＩは、プ

ログラムされたことは何でもやってくれる。けれど、

目的を生み出すことはできない。だからこそ、人間が

すべき方向性を示すということがこれからは求められ

ていくはずである。そこで、道徳教育が重要になって

くると考えられる。 

残された課題として、以下の点を明示しておきた

い。修士論文は、当初「道徳科の教科書のあり方と課

題」というテーマで書き進めていく予定であった。し

かし、道徳の教科書の研究をしていく中で、教科書を

研究していくためには、教科書活用の視点と切り離せ

ないと考え、テーマを変更した。現役の教員にアンケ

ートを実施して、どの教材がよいと感じるかのアンケ

ートも行えなかった。理由としては、アンケートを実

施するための調査倫理を学んでいないことや、コロナ

ウイルスによる学校の休校などの影響もあった。小学

校の教員として長年勤務してきたので、その経験と感

覚を活かし、現場の教員に還元できるような研究がし

たい。 
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